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　経済の進歩や発展，これは確かに望ましいことにち
がいない。しかし，そこから出てくる果実は比較的少
数グループの人々によって収穫され，一般大衆は余り
その恩恵を受けていないようである。そこに社会的緊
張が生じ，騒動が起ってくるように思われる。
　そこでインドネシアの経済開発計画をみると，1974
年4月から第2次5力年計画（REPELITA）に入っ
ている。政府発表によれば，計画の目的は次の通りで
ある。
　1　年平均経済成長率7．5％の達成
　2　国民の実質所得増進・生活水準向上
　3　経済構造の根本的変革・そして均衡のとれた経
　　済構造の実現
　この目的達成のためには，次の5つが重点目標とな
る。
　　①　国民の購買力の範囲内で良質な食糧および衣
　　　料の供給
　　②　住宅供給
　　③　産業および生活基盤の整備
　　④　社会福祉改善
　　⑤　雇用機会拡大
である。
　こうなると何といっても生産力．とくに工業生産力
の増強が最大の武器となる。そこで，④国民の吸収能
力一適切な技術，頭脳力および熟練一一をどのよう
にして開発するか　⑮絶えず増加し続けている労働力
をいかにして生産的なものとし，開発過程に役立たせ
得るか　◎国民所得の公正な分配を確保し，開発果実
の公正な分け前を確保するにはどうしたらよいか⑥
国民の社会的・精神的福祉を増大するにはどうしたら
よいか，があげられている。
　政府の経済技術官僚達は，このような計画と取り組
んで懸命に働いており，彼等の頭脳は優秀である。し
かし，一般大衆は余りにも貧しく，1971年において1
人当りGNPは僅かに79米ドルにすぎず，－ASEAN諸
国の中でも最低である。将来の発展を目指す経済計画
の遂行は，確かにインドネシア経済を進歩させ発展さ
せるであろうが，その過程で利益を受けるのは，政府
の支配者達や華僑や外国資本だけで，一般大衆の生活
は少しも楽にならない。だから貧しい純粋現地人達に
とってはそんな将来の経済計画よりも，いまの苦しい
現実生活を楽にしてくれる経済計画に対する期待の方
がはるかに大きい。将来の果実を約束する素晴らしい
計画と現実の早くなんとかしてもらいたい貧困。この
2つの間における矛盾が，インドネシアの政治・経済
・社会の不安定要因・緊張要因となっているようであ
る。この難問からいかにして抜け出すか。若い批判的
な学生達（といっても一部分と思われるが）とデモ煽
動者達は，その解決を華僑排撃や日本資本攻撃に向け
る。あるいは政府の無能，汚職，権力乱用，または物
価騰貴とか失業とかに原因があるとする。それも無視
できないことは確かである。しかし，これだけでは問
題の根本的解決にならないと私には考えられる。
　問題の根因は，デサ生活に浸っている原住民の生活
が，経済的な衝動は軽蔑すべきものであり，相互扶助
という道徳原理こそが尊ばれるべきものだとする信念
に基づいて生活していることにある。もちろん，われ
われにとってはその信念が間違っているなどというこ
とを科学的に証明することなどは到底不可能である。
しかし，近代化という価値前提に立つなら，彼等の信
念と生活行動は革新されねばならない。そこで考えら
れるのが2つの選択で，もしインドネシア原住民が近
代化をきらうなら，彼等は益々自分の殻に閉じこもつ
てデサ生活をより強固なものにするであろう（そうな
ればなるほど経済開発はいよいよ困難な問題となるで
あろう）。しかし，近代化を受け入れるなら，デサ生
活の崩壊ということになり，大きな社会的変動が起る
であろうから，これまたインドネシアの政治家達にと
って頭の痛い問題が続発することになるであろう。こ
ういう難問の解決こそ，インドネシア政府自身が最も
力を注がなければならない問題なのである。その問題
をもし外資系企業が義務として引き受けるなら，それ
は近代的な企業経営という形では決して成功を収め得
ないであろうと思われる。なぜなら，現地へ進出する
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先進工業国の企業は元来・非人間的な資本の組織だか
らである。その非人間的性格をもつ企業が，現地原住
民の宗教的な満足充足を尊重し，にぎやかな祭りのう
ちに労働と富とが消費されていくゴトン・ロヨン（相
互扶助）の精神を尊重しながら，彼等の物的生活水準
を向上させねばならないとするなら，これは．援助は
援助なしに自立することがでぎるようにするための援
助であるというワクをはみ出してしまう問題となる。
援助を要請されている先進工業国側にとってはまさに
頭の痛い難問というべきであろう。
一155一
